
 

謹 

啓 

晩
秋
の
候
、
益
々
御
清
祥
の
御
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
奥
州
一
宮
鹽
竈
神
社
の
御
加
護
の
も
と
愈
々
御
隆
昌
の
御
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

扨
、
来
る
令
和
五
年
癸

卯

み
ず
の
と
う

歳
の
年
頭
に
際
し
、
貴
社
ま
す
ま
す
の
御
繁
栄
を
願
う
新
年
祈
祷
の
御
案
内
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

数
年
来
、
巷
間
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猖
獗
を
極
め
、
当
神
社
と
し
て
も
感
染
防
止
の
た
め
対
策
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
も
左
記
要
項
に
御
協
力
い
た
だ
き
お
申
込
み
願
い
ま
す
。
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
熄
を
祈

念
致
し
、
皆
様
の
御
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

敬 

白 
 

 

令
和
四
年
十
一
月
吉
日 

 

社

務

所 
 

 

各 
 

位 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 
 

一
、
申
込
書
は
直
接
当
神
社
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
返
信
封
筒
に
て
送
付
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
十
二
月

二
十
日
迄
に
御
回
報
願
い
ま
す
。
事
業
所
等
多
数
の
場
合
は
「
別
紙
」
の
用
紙
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

二
、
御
祈
祷
は
他
社
あ
る
い
は
一
般
の
方
と
御
一
緒
の
御
奉
仕
と
な
り
ま
す
。
ま
た
拝
殿
収
容
人
数
の
都
合
上
、
時
間

を
調
整
さ
せ
て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 

当
日
の
混
雑
状
況
や
道
路
事
情
に
よ
っ
て
も
、
祈
祷
開
始
の
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
申
込
み
時

間
は
あ
く
ま
で
目
安
と
御
承
知
置
き
下
さ
い
。 

 

三
、
祈
祷
料
と
神
符
の
大
き
さ
は
左
記
を
参
考
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

・
祈
祷
料 

壱
万
円 

 

縦
三
十
七
㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・ 
 

〃 
 
 

弐
万
円 

 

縦
四
十
二
㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・ 
 

〃 
 
 

伍
万
円 

 

縦
五
十 

㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 

※
１
．
祈
祷
料
一
件
壱
万
円
以
上
の
御
芳
志
と
な
り
ま
す
。
但
し
同
時
お
申
し
込
み
の
関
連
会
社
・
団
体
の
お
申

し
込
み
は
一
件
あ
た
り
伍
千
円
よ
り
承
り
ま
す
。 

※
２
．
祈
祷
料
一
件
参
万
円
以
上
で
貴
社
御
奉
納
に
よ
る
巫
女
の
神
楽
舞
を
奉
奏
致
し
ま
す
（
一
月
四
日
以
降
）
。 

 

四
、
御
予
約
は
お
お
む
ね
三
十
分
置
き
に
承
り
ま
す
が
、
一
月
四
日
お
よ
び
五
日
の
両
日
、
午
前
十
時
～
十
一
時
の
時

間
帯
は
一
時
間
置
き
の
受
付
と
致
し
ま
す
。
ま
た
十
日
午
前
八
時
～
午
前
九
時
三
十
分
は
御
祈
祷
の
時
間
指
定
を

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
十
一
日
午
前
中
の
各
時
間
は
早
め
に
受
付
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

          

 

以
上  

志
波
彦
神
社 

鹽

竈

神

社 

 

五
、
〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
御
協
力
の
お
願
い
〉 

拝
殿
・
待
合
所
は
、
暖
房
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
換
気
の
た
め
窓
や
扉
は
開
放
し
て
い
ま
す
。
防
寒
対
策
を

十
分
に
し
て
御
来
社
く
だ
さ
い
。 

殿
内
で
は
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま
ま
御
祈
祷
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

発
熱
や
咳
の
症
状
が
あ
る
方
、
ま
た
体
調
に
不
安
な
方
は
昇
殿
を
御
遠
慮
願
い
ま
す
。 

当
日
は
複
数
企
業
様
や
一
般
の
方
と
合
同
で
の
御
祈
祷
に
な
り
ま
す
の
で
、
「
密
」
を
避
け
る
た
め
昇
殿
は
代
表

者
様
を
含
め
三
名
様
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
但
し
支
店
多
数
な
ど
の
場
合
は
最
大
十
名
様
ま
で
可
）
。 

 

御
事
情
に
よ
り
参
拝
が
困
難
な
場
合
は
、
郵
送
で
の
御
祈
祷
も
承
り
ま
す
（
一
件
に
つ
き
送
料
一
五
〇
〇
円
）
。
祈

祷
料
の
送
金
に
は
同
封
の
振
替
用
紙
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
も
後
日
是
非
お
詣
り
願
い
ま
す
。 


